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１ 本県における平成 ４年度歯科保健医療対策体系

乳幼児・学校・成人・高齢者のライフステージ毎に図表で示すと次頁のとおりです。

乳
幼
児

学
校

成
人

高
齢
者

県

教
育
委
員
会

市
町

関
係
機
関

健康相談 ○ ○ ○ ○ ○ ○

各種広報による広報活動 ○ ○ ○ ○ ○ ○

歯の健康センターにおける普及啓発 ○ ○ ○ ○ ○ ○

乳幼児対象のフッ化物応用事業 ○ ○ ○

フッ化物応用事業（塗布・洗口） ○ ○ ○ ○

フッ化物洗口実施支援事業 ○ ○ ○ ○

歯の衛生週間事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

栃木県歯科保健賞 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

よい歯のコンクール（親と子・三歳児） ○ ○ ○ ○

よい歯の優良学校コンクール ○ ○ ○ ○

よい歯の図画ポスター・作文・標語コンクール ○ ○ ○ ○

歯科保健からの食育推進事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○

へき地巡回歯科診療事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○

健康教育 ○ ○ ○

永久歯等対策事業（保育所・幼稚園） ○ ○ ○

妊産婦歯科健診、集団指導 ○ ○

乳幼児健診等での指導 ○ ○

１歳６か月児健診 ○ ○

２歳児歯科健診、歯科保健指導 ○ ○

３歳児健診 ○ ○

学校歯科検診等 ○ ○ ○

歯周疾患健康相談、健康教室 ○ ○ ○

歯周疾患検診(40・50・60・70歳） ○ ○ ○

心身障害児者歯科診療事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○

障害児者歯科医療システム2次3次診療機関運営事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○

障害児者歯科医療システム関係者会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○

永久歯等対策事業 ○ ○ ○ ○

福祉施設巡回歯科相談・指導事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○

栃木県在宅歯科診療設備整備支援事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○

在宅歯科診療連携推進事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○

生涯にわたる歯科保健・医療の推進事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○

健康教育 ○ ○ ○ ○ ○ ○

歯科保健指導者・医療従事者研修事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○

歯科保健推進協力交付金 ○ ○ ○ ○ ○

栃木県歯科保健推進協議会 ○ ○ ○ ○ ○

8020運動推進協議会 ○ ○ ○ ○ ○

とちぎ歯の健康センター運営等協議会 ○ ○ ○ ○ ○

歯科保健対策連絡調整会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

歯科保健指導者講習会 ○ ○

歯や口腔と関係
する病気等の
予防の推進

歯や口腔の健康
に関する啓発と

検診の普及

障害児者･要介
護者への歯科保
健医療サービス

の確保

歯科保健医療提
供体制の整備

区　分
(栃木県歯科
保健基本計画
施策体系毎)

事　業　名

ライフステージ 実施主体
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１
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特
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福 祉 施 設 巡 回 歯 科 相 談 ・ 指 導 事 業

（ 障 害 児 者 ・ 高 齢 者 ）

心 身 障 害 児 者 歯 科 診 療 事 業

障 害 児 者 歯 科 診 療 シ ス テ ム ２ 次 ・ ３ 次 診 療 機 関 運 営 事 業

健 康 相 談 各 種 広 報 活 動 歯 の 衛 生 週 間 事 業 栃 木 県 歯 科 保 健 賞

へ き 地 巡 回 歯 科 診 療 事 業

健 康 教 室 歯 科 保 健 指 導 者 ・ 医 療 従 事 者 研 修 事 業

歯 科 保 健 推 進 協 議 会 運 動 推 進 協 議 会

と ち ぎ 歯 の 健 康 セ ン タ ー 運 営 等 協 議 会

歯 科 保 健 対 策 連 絡 調 整 会 議 歯 科 保 健 推 進 協 力 交 付 金

県
事
業

そ
の
他
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２ とちぎ歯の健康センターについて

（ ）センター概要

とちぎ歯の健康センターは、すべての県民の皆さんが歯及び口腔の健康について正し

い知識をもち、一生涯自分の歯を守り、健康に過ごすことができるよう、本県の歯科保

健対策を推進する拠点として、平成 年 月に開館しました。

（ ）施設内容

・所 在 地 栃木県宇都宮市一の沢 丁目 番 号

・設置主体 栃木県

・運営主体 一社 栃木県歯科医師会

・開館時間 午前 時～午後 時

・休 館 日 土・日・国民の祝日、年末・年始

・連 絡 先

＊平成２５年４月１日より「社団法人」から「一般社団法人」に移行しているため

（一社）栃木県歯科医師会で記載しています。

 

本県の歯科保健事業
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３ 本県の歯科保健対策事業

（１） 歯や口腔と関係する病気等の予防の推進関連事業

歯や口腔の病気の予防は、全身の健康づくりや疾病等の予防の観点からも重要であるので、歯や口

腔の病気の予防等の各施策を適正に、効果的に進めていくため、調査研究や成果の普及、情報収集や

提供に関する事業を実施しました。

ア 健康相談

とちぎ歯の健康センターにおいて電話及び来所による歯科保健に関する相談を実施しました。

受付時間；午前 時～午後 時 分

（ア） 相談者数 件 
 
 

（イ） 相談内容別内訳

イ 各種広報活動

テレビやラジオ等を活用し、歯科保健に関する様々なトピックについて普及啓発を行いました。 
 

月 媒体 内容 

５ 情報誌（下野新聞 ） 歯の衛生週間、歯の健康について

５・６・９ 講演（大田原市・足利市） 県政出前講座：歯や口腔の重要性について

６ テレビ（とちぎテレビ） 県政ひとくちメモ（歯と口腔の健康づくり）

〃 ラジオ（ 栃木放送） 県政ナビ（歯と口腔の健康づくり）

〃 情報誌（下野新聞社 たいむ） 「お口の健康」自己診断

１２ リーフレット（ﾌｧﾐﾘｰﾏｰﾄ） 歯科計画リーフレットの配布

 
ウ 歯の健康センターにおける普及啓発

「展示コーナー」、「図書資料室」における各種資料の展示及び各種広報、媒体を活用し普及啓発活

動を行いました。 
（ア）展示コーナー、図書資料室

・図書貸し出し  件（延べ 点）

・ビデオ等貸し出し 件（延べ 点）

・パネル、備品貸し出し 件（延べ 点）

（イ）機関紙発行

｢とちぎ歯の健康センターだより・第 号｣発行 部 
（ウ）視察・研修の受け入れ

内容：診療所、展示コーナー見学、センター事業の説明、研修、体験学習等 

むし歯 歯周疾患 抜歯 補綴 矯正 その他

件数

内容
治療内容等

予防指導
障害者等

の
歯科相談

その他 合計

区分 
相談者種別 

合計 
乳幼児の保護者 成人 高齢者 

相談件数 
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エ フッ化物洗口実施支援事業

市町や施設（学校等）を対象に、フッ化物洗口実施の環境整備に対する支援を実施しました。 
 

 
 

オ 歯の衛生週間事業

歯の衛生週間（平成 年 月 日から 月 日）に併せ、歯の衛生に関する正しい知識の普及を

図るため、県内 ヶ所において講演会・保健指導を実施しました。 
 

 

郡市歯科医師会名
実施施設
（箇所）

歯科医師数
(人）

歯科衛生士
数（人）

実施延人数
（人）

実施方法

宇 都 宮 週１回

上 都 賀 週２回

日 光 週１回

下 都 賀

小 山

佐 野

足 利 週１回

芳 賀

塩 谷

那 須 週１回

那 須 南 週１回

合 計

実 施 地 区 実施日
主催歯科
医師会名

対象者
参加者数
（人）

実 施 内 容

上 都 賀 上都賀
幼児
児童

　講演、歯科相談
  ブラッシング指導

日 光 日光 住民 　標語・作文･ﾎﾟｽﾀｰ等表彰式、展示

下 都 賀 下都賀 住民
　フッ化物塗布、ｺﾝｸｰﾙ表彰式
　歯科相談

小 山 小山
幼児
児童

　ブラッシング指導、歯科相談

佐 野 佐野 生徒 　講演

足 利 足利 児童 　ブラッシング指導、歯科相談

芳 賀 芳賀 住民
　歯科相談
　標語・作文･ﾎﾟｽﾀｰ等表彰式、展示

塩 谷 塩谷 幼児
　栄養指導、ブラッシング指導
　フッ化物塗布

那 須 那須 児童 　講演

那 須 南 那須南 住民 　標語・作文･ﾎﾟｽﾀｰ等表彰式、展示

上 三 川 町 宇都宮市 住民 　歯科相談

合　　計
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テレビやラジオ等を活用し、歯科保健に関する様々なトピックについて普及啓発を行いました。 
 

月 媒体 内容 

５ 情報誌（下野新聞 ） 歯の衛生週間、歯の健康について

５・６・９ 講演（大田原市・足利市） 県政出前講座：歯や口腔の重要性について

６ テレビ（とちぎテレビ） 県政ひとくちメモ（歯と口腔の健康づくり）

〃 ラジオ（ 栃木放送） 県政ナビ（歯と口腔の健康づくり）

〃 情報誌（下野新聞社 たいむ） 「お口の健康」自己診断

１２ リーフレット（ﾌｧﾐﾘｰﾏｰﾄ） 歯科計画リーフレットの配布

 
ウ 歯の健康センターにおける普及啓発
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カ 栃木県歯科保健賞 
栃木県歯科保健賞は、昭和 年に栃木県歯科医師会が第 回保健文化賞を受賞したことを記念し

て制定されました。県内における歯科保健衛生の分野で、優れた業績を挙げた団体及び個人の功績に

対して顕彰を行っています。

平成 年度の結果（平成 年 月 日審査会開催）

 

団体の部 該当なし 

個人の部 
高嶋 佳世子（歯科技工士） 

星野 小百合（歯科衛生士） 

 
 
キ 親と子のよい歯のコンクール・三歳児よい歯のコンクール

親と子の口腔衛生の向上及び普及啓発を図るため、 歳児健診を受診した幼児及びその親を対象に

コンクールを実施しました。 
 
（ア）審査内容

・第 次審査（市町）： 歳児健診結果の書類審査又は歯科診査により選出

・第 次審査（宇都宮市・各広域健康福祉センター）：歯科・内科診査により選出

・第 次審査（県）： 月 日（木）とちぎ歯の健康センターにて歯科・内科審査を実施

 
（イ）審査結果

コンク

ール名

審 査 審査結果

第 次

市町村

第 次

広域健康セ

第 次

県

中央

厚労省
最優秀 優 秀 優 良

親と子 組 組 組 組 組 組 組

三歳児 人 人 人 人 人 人

＊詳細については「第６関係資料」（ ）参照 

ク よい歯の優良学校コンクール

児童生徒の歯科保健の向上発展を図るため、栃木県教育委員会・栃木県歯科医師会との三者共催で

コンクールを行いました。 
 
（ア）審査内容

平成 年 月 日（木）に審査会を実施し、各小・中学校の定期健診結果、学校保健活動の充実

度、歯科保健活動の状況、及びう歯総数・処置歯率等を総合的に審査しました。

 
（イ）審査結果

区分 参加校 
栃木県 
知事賞 

栃木県議会

議長賞 
栃木県 

教育長賞 
栃木県医師

会長賞 
栃木県歯科

医師会長賞 
入選 

小学校 校

中学校 校
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小学校の部 中学校の部

栃木県知事賞 宇都宮市立清原南小学校 那須町立那須中学校

栃木県議会議長賞
下野市立祇園小学校 栃木市立都賀中学校

宇都宮市立陽南小学校 大田原市立金田南中学校

栃木県教育長賞

宇都宮市立瑞穂野北小学校 栃木市立西方中学校

宇都宮市立昭和小学校 真岡市立大内中学校

栃木市立西方小学校 佐野市立田沼西中学校

栃木県医師会長賞

壬生町立藤井小学校 小山市立小山第三中学校

那須塩原市立関谷小学校 那須塩原市立塩原中学校

宇都宮市立岡本北小学校 宇都宮市立清原中学校

栃木県歯科医師会長賞 上記 校 上記 校

 
 
 
ケ よい歯の図画・ポスター、作文、標語コンクール

歯の衛生週間事業の一環として、小中学校の児童から図画・ポスター、作文、標語を募集しました。 
 

区分 特選 入選 

図画ポスター 
コンクール 

小学校 
中学校 

作文 
コンクール 

小学校 
中学校 

標語 
コンクール 

小学校 
中学校 

＊詳細については「第６関係資料」（ ）参照

コ 歯科保健からの食育推進事業

平成 年度の「歯科保健からの食育推進事業」において作成した歯科保健と食育の関わりについ

てのパネルを用いて、県内各地域のイベントに参加し普及啓発活動を実施しました。 
この事業は、歯科保健の分野において食育を推進することは、生活習慣病や生活の質を高めるため

に非常に重要なものであることから、今後推進するために重要な役割を果たす歯科専門職の食育推進

の担い手を育成することを目的としています。

なお、この事業は国庫事業である「 運動推進特別事業」を活用して、実施しました。

（事業内容）

・イベント参加に係る事前検討会

・地域イベントにおける食育活動の実施

・事後検討会及び報告書作成

＊過去に実施した 運動推進事業については「（５） 運動推進事業」（ ）参照

カ 栃木県歯科保健賞 
栃木県歯科保健賞は、昭和 年に栃木県歯科医師会が第 回保健文化賞を受賞したことを記念し

て制定されました。県内における歯科保健衛生の分野で、優れた業績を挙げた団体及び個人の功績に

対して顕彰を行っています。

平成 年度の結果（平成 年 月 日審査会開催）

 

団体の部 該当なし 

個人の部 
高嶋 佳世子（歯科技工士） 

星野 小百合（歯科衛生士） 

 
 
キ 親と子のよい歯のコンクール・三歳児よい歯のコンクール

親と子の口腔衛生の向上及び普及啓発を図るため、 歳児健診を受診した幼児及びその親を対象に

コンクールを実施しました。 
 
（ア）審査内容

・第 次審査（市町）： 歳児健診結果の書類審査又は歯科診査により選出

・第 次審査（宇都宮市・各広域健康福祉センター）：歯科・内科診査により選出

・第 次審査（県）： 月 日（木）とちぎ歯の健康センターにて歯科・内科審査を実施

 
（イ）審査結果

コンク

ール名

審 査 審査結果

第 次

市町村

第 次

広域健康セ

第 次

県

中央

厚労省
最優秀 優 秀 優 良

親と子 組 組 組 組 組 組 組

三歳児 人 人 人 人 人 人

＊詳細については「第６関係資料」（ ）参照 

ク よい歯の優良学校コンクール

児童生徒の歯科保健の向上発展を図るため、栃木県教育委員会・栃木県歯科医師会との三者共催で

コンクールを行いました。 
 
（ア）審査内容

平成 年 月 日（木）に審査会を実施し、各小・中学校の定期健診結果、学校保健活動の充実

度、歯科保健活動の状況、及びう歯総数・処置歯率等を総合的に審査しました。

 
（イ）審査結果

区分 参加校 
栃木県 
知事賞 

栃木県議会

議長賞 
栃木県 

教育長賞 
栃木県医師

会長賞 
栃木県歯科

医師会長賞 
入選 

小学校 校

中学校 校

 
 

本県の歯科保健事業

− 14 −



（ ） 歯や口腔の健康に関する啓発と検診の普及関連事業

県民の皆さん自らが歯や口腔の健康づくりの重要性を理解し実践に取り組むため、学習や歯科検診

の機会の提供等に関する事業を実施しました。

ア へき地巡回歯科診療

無歯科医地区を有する市町村の中で、要請のあった地域を訪問し、歯科巡回診療バス「ルリ 
ちゃん号」による地域住民の歯科診療を実施しました。 
 

実施期間 市町名 実施場所
実施回数

回

患者実人数

人

患者延人数

人

月 日

～ 月 日
日光市 栗山小学校

月 日

～ 月 日
那珂川町 馬頭西小学校

月 日

～ 月 日
那珂川町 馬頭東小学校

計

イ 各健康福祉センターでの健康教育

各健康福祉センターにおいて歯科保健に関する健康教育を実施しました。

 

 実施日 センター 実施内容 対象者 
参加人数 
（人） 

月 日 県南健康福祉センター 乳幼児健全育成 乳幼児と保護者

月 日 県東健康福祉センター 〃 〃

月 日 県東健康福祉センター 〃 〃

７月 日 安足健康福祉センター 〃 〃

月 日 県西健康福祉センター 〃 〃

月 日 県東健康福祉センター 〃 〃

月 日 県西健康福祉センター 〃 〃

月 日 県西健康福祉センター 〃 〃

合 計
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ウ 永久歯等対策事業（保育所・幼稚園）

県内の保育所・幼稚園の幼児と保護者等を対象として、歯科衛生士が「六歳臼歯の重要性」を中心

に歯科保健指導を行いました。 
 

保育所・幼稚園（実施回数：２０回、対象者総数：９３５人）

 
実施日 市町名 施設名 

対象者数（人） 
幼 児 保護者 職 員 

月 日 益子町 たから幼稚園 

月 日 下野市 下野市グリム保育園 

月 日 那須塩原市 すぎのこ幼稚園 

月 日 那須町 那須幼稚園 

月 日 栃木市 アルス幼稚園 

月 日 小山市 こばとキッズ 

月 日 足利市 足利市みなみ保育所 

月 日 岩舟町 岩舟町いわふね保育園 

月 日 那須塩原市 ひばりヶ丘保育園 

月 日 真岡市 真岡市立真岡保育所 

月 日 足利市 東光寺幼稚園 

月 日 佐野市 大栗保育園 

月 日 下野市 第二薬師寺幼稚園 

月 日 足利市 双葉學園旭幼稚園 

月 日 那須塩原市 那須塩原市とようら保育園 

月 日 佐野市 佐野市ときわ保育園 

月 日 足利市 足利本城保育園 

月 日 那須烏山市 宮原保育園 

月 日 足利市 友愛幼稚園 

月 日 真岡市 せんだん幼稚園 

合 計 

 
 
 
 

（ ） 歯や口腔の健康に関する啓発と検診の普及関連事業

県民の皆さん自らが歯や口腔の健康づくりの重要性を理解し実践に取り組むため、学習や歯科検診

の機会の提供等に関する事業を実施しました。

ア へき地巡回歯科診療

無歯科医地区を有する市町村の中で、要請のあった地域を訪問し、歯科巡回診療バス「ルリ 
ちゃん号」による地域住民の歯科診療を実施しました。 
 

実施期間 市町名 実施場所
実施回数

回

患者実人数

人

患者延人数

人

月 日

～ 月 日
日光市 栗山小学校

月 日

～ 月 日
那珂川町 馬頭西小学校

月 日

～ 月 日
那珂川町 馬頭東小学校

計

イ 各健康福祉センターでの健康教育

各健康福祉センターにおいて歯科保健に関する健康教育を実施しました。

 

 実施日 センター 実施内容 対象者 
参加人数 
（人） 

月 日 県南健康福祉センター 乳幼児健全育成 乳幼児と保護者

月 日 県東健康福祉センター 〃 〃

月 日 県東健康福祉センター 〃 〃

７月 日 安足健康福祉センター 〃 〃

月 日 県西健康福祉センター 〃 〃

月 日 県東健康福祉センター 〃 〃

月 日 県西健康福祉センター 〃 〃

月 日 県西健康福祉センター 〃 〃

合 計
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（ ） 障害児者・要介護者への歯科保健医療サービスの確保関連事業

歯科検診等を受けることが難しい状況にある障害児者や要介護高齢者等に対する、歯科保健医療サ

ービスを確保するための事業を実施しました。

ア とちぎ歯の健康センター診療所

階の診療所において、障害児者を対象に歯科診療を実施しました。

（ア）診療体制

・診療日 月曜日～金曜日（予約制） 
・診療時間 午前： 時～ 時、午後： 時 分～ 時 分

・スタッフ

午前：歯科医師 名 常勤 水・木 名 常勤 名、輪番制診療実行委員 名

歯科衛生士 名 常勤）

午後：歯科医師 名 常勤 名、輪番制診療実行委員 名）

歯科衛生士 名 常勤 名、他 名）

（イ）診療実績 実診療日数： ５日

患者延人数

（人）

新患

再来

合計

職員延人数

（人）

歯科医師

歯科衛生士

合計

（ウ）月別患者数

月
患者延

人数（人）

診療

日数 日

日平均

患者数（人）

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

合 計
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イ 障害児者歯科医療システム 次・ 次診療機関運営事業

障害者の口腔衛生管理の充実のため、障害者歯科医療システム 次・ 次診療機関（重度障害者が

対象）の運営経費に対して補助を実施しました。

次診療機関（赤十字病院） 次診療機関

芳賀 那須 足利 自治医大 獨協医大

診療日数 日 日 日 日 日

対象患者実人数 人 人 人 人 人

対象患者延人数 人 人 人 人 人

次診療機関…やや重度の障害者を対象とする

次診療機関… 次診療機関で対応できない重度者を対象とする

 
参考 栃木県心身障害児者歯科医療システム図

県では、心身障害児者が歯科医療を受診する機会を確保するために、各診療機関を１次診療機関（地

域の歯科診療所）、２次診療機関（やや重度の障害者が受入れ可能な赤十字病院）、３次診療機関（２

次診療機関で対応できない重度者を受け入れる大学病院）と位置付け、「栃木県心身障害児者歯科医

療システム」を構築しています。

 
 

 

相談 紹介 紹介

相　談　医

開　業　医

連絡・調整

相談・指導

連絡・調整

相談・指導 児童相談所

健康福祉センター

市町

紹　　介
とちぎ歯の健康センター診療所

在
宅
者
・
施
設
入
所
者

術後管理 術後管理

通
常
の
ル
ー

ト

１次診療機関 ２次診療機関 ３次診療機関

 県北保健医療圏：那須赤十字病院

 県東・央保健医療圏：芳賀赤十字病院

個人歯科医による軽度の診療

○自治医科大学附属病院

○獨協医科大学病院

 両毛保健医療圏：足利赤十字病院

集約された人員と設備によるやや重度の診療 専門的で全身麻酔等重度の診療

（ ） 障害児者・要介護者への歯科保健医療サービスの確保関連事業

歯科検診等を受けることが難しい状況にある障害児者や要介護高齢者等に対する、歯科保健医療サ

ービスを確保するための事業を実施しました。

ア とちぎ歯の健康センター診療所

階の診療所において、障害児者を対象に歯科診療を実施しました。

（ア）診療体制

・診療日 月曜日～金曜日（予約制） 
・診療時間 午前： 時～ 時、午後： 時 分～ 時 分

・スタッフ

午前：歯科医師 名 常勤 水・木 名 常勤 名、輪番制診療実行委員 名

歯科衛生士 名 常勤）

午後：歯科医師 名 常勤 名、輪番制診療実行委員 名）

歯科衛生士 名 常勤 名、他 名）

（イ）診療実績 実診療日数： ５日

患者延人数

（人）

新患

再来

合計

職員延人数

（人）

歯科医師

歯科衛生士

合計

（ウ）月別患者数

月
患者延

人数（人）

診療

日数 日

日平均

患者数（人）

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

合 計

本県の歯科保健事業

− 18 −



ウ 永久歯等対策事業（障害児通園施設・特別支援学校対象）

障害児通園施設通所児と保護者、指導者等、特別支援学校児童と保護者、教諭等を対象に歯科衛

生士が「六歳臼歯の重要性」を中心に集団指導及び個別相談指導を行いました。 

（ア）障害児通園施設（実施回数： 回、対象者総数：１８０人）

 実施日 市町名 施設名 
対象者数（人） 

幼 児 保護者 職 員 

月 日 真岡市
真岡市心身障害児通園ホーム

ひまわり園

月 日 矢板市
社会福祉法人たかはら学園

こども発達支援センター

たけのこ園

月 日 那須烏山市
烏山地区こども発達支援センター

くれよんクラブ

月 日 那須塩原市
那須地区広域行政事務組合

こども発達支援センター

なすの園

月 日 大田原市
特定非営利活動法人

障害児者トータルサポートセンター

空（佐久山事業所）

月 日 大田原市
特定非営利活動法人

障害児者トータルサポートセンター

空（親園事業所）

月 日 日光市
日光市こども発達支援センター

つばさ園

月 日 大田原市
社会福祉法人エルム福祉会

月 日 栃木市
栃木市社会福祉協議会

キッズホームとちぎ

月 日 岩舟町
社会福祉法人すぎのこ会

児童通所支援事業所

ひまわり

月 日 壬生町
社会福祉法人壬生町社会福祉協議会

壬生町こども発達支援センター

ドリームキッズ

月 日 鹿沼市
こども発達支援センター

鹿沼市あおば園

合 計
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（イ） 特別支援学校（実施回数：８回、対象者総数：１７９人）

 実施日 市町名 施設名 
対象者数（人） 

児 童 保護者 職 員 

月 日 益子町 益子特別支援学校 

月 日 那須烏山市 南那須特別支援学校 

月 日 栃木市 栃木特別支援学校 

月 日 那須塩原市 那須特別支援学校 

月 日 宇都宮市 のざわ特別支援学校 

月 日 宇都宮市 富屋特別支援学校 

月 日 下野市 国分寺特別支援学校 

月 日 宇都宮市 宇都宮大学教育学部附属特別支援学校 

合 計 

エ 福祉施設巡回歯科相談・指導事業

要請のあった福祉施設を訪問し、歯科巡回診療バス「ルリちゃん号」による歯科健診、相談、指

導を実施しました。 
 

 市町名 施設名 実施回数

（回） 
健診者数

（人） 

口腔衛生 
指導人数

（人） 
宇都宮市 特別養護老人ホーム 高砂荘 
鹿沼市 特別養護老人ホーム かぬま四季の里 
〃 障害者支援施設 シンフォニーあわの 

日光市 特別養護老人ホーム きびたき荘 
〃 特別養護老人ホーム 誠心園 
〃 障害者支援施設 すぎなみき学園 

真岡市 特別養護老人ホーム きたはら 
益子町 障害者支援施設 光輝舎 
栃木市 特別養護老人ホーム まろにえ四季の里 
〃 特別養護老人ホーム 雅の風 
〃 特別養護老人ホーム みつみねの郷 
〃 特別養護老人ホーム ひまわり 
〃 特別養護老人ホーム 緑風苑 

小山市 特別養護老人ホーム サンフラワーグリーンホーム 
大田原市 特別養護老人ホーム 晴風園 

〃 特別養護老人ホーム 晴風園みどりの郷 
〃 特別養護老人ホーム 山百合荘 

矢板市 知的障害児施設 
知的障害者更生施設 

たかはら学園 
たかはら育成園 

佐野市 特別養護老人ホーム 明水の里 
〃 介護老人福祉施設 ゆずりは 

合 計 

ウ 永久歯等対策事業（障害児通園施設・特別支援学校対象）

障害児通園施設通所児と保護者、指導者等、特別支援学校児童と保護者、教諭等を対象に歯科衛

生士が「六歳臼歯の重要性」を中心に集団指導及び個別相談指導を行いました。 

（ア）障害児通園施設（実施回数： 回、対象者総数：１８０人）

 実施日 市町名 施設名 
対象者数（人） 

幼 児 保護者 職 員 

月 日 真岡市
真岡市心身障害児通園ホーム

ひまわり園

月 日 矢板市
社会福祉法人たかはら学園

こども発達支援センター

たけのこ園

月 日 那須烏山市
烏山地区こども発達支援センター

くれよんクラブ

月 日 那須塩原市
那須地区広域行政事務組合

こども発達支援センター

なすの園

月 日 大田原市
特定非営利活動法人

障害児者トータルサポートセンター

空（佐久山事業所）

月 日 大田原市
特定非営利活動法人

障害児者トータルサポートセンター

空（親園事業所）

月 日 日光市
日光市こども発達支援センター

つばさ園

月 日 大田原市
社会福祉法人エルム福祉会

月 日 栃木市
栃木市社会福祉協議会

キッズホームとちぎ

月 日 岩舟町
社会福祉法人すぎのこ会

児童通所支援事業所

ひまわり

月 日 壬生町
社会福祉法人壬生町社会福祉協議会

壬生町こども発達支援センター

ドリームキッズ

月 日 鹿沼市
こども発達支援センター

鹿沼市あおば園

合 計
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（ ） 歯科保健医療提供体制の整備関連事業

県民の皆さんの生涯にわたる健康の保持増進を図るために、保健、医療、福祉、教育等関係者

の資質向上や連携強化を図るための事業を実施しました。

ア 学生等に対する教育・研修

とちぎ歯の健康センターにおいて、学生等による臨床実習等を受け入れ、指導を行いました。 

実施日 実施内容 対象者 
参加人数

（人） 
月 日～

月 日
歯科保健指導・体験学習 

栃木県歯科医師会主催の 
歯科助手認定講習会受講者 

月 日～

月 日
学生に対する臨床実習指導 

栃木県立衛生福祉大学校 
歯科衛生学科学生 
 

イ 歯科保健指導者・歯科医療従事者研修会

歯科保健指導者、歯科医療従事者を対象に教育・研修を実施しました。 
開催日 内容・講師 対象者 参加人数（人） 

月 日

（日）

障害者歯科における連携医療 
～地域の 次医療機関を核として～ 
 
昭和大学歯学部 
スペシャルニーズ口腔医学講座 
口腔衛生学部門 向井美惠 教授 

歯科医師 
歯科衛生士 

 
ウ 歯科保健推進協力交付金

（一社）栃木県歯科医師会で実施する歯科保健対策推進事業への支援を実施しました。 
 
エ 歯科保健対策関連協議会

県では本県における歯科保健対策事業の充実を図るため、 つの協議会を設置しています。

（ア）各種協議会の関連性

栃木県歯科保健推進協議会

栃木県の歯科保健対策の総合的な推進

のための協議・検討

とちぎ歯の健康センター

運営等協議会

協議内容：とちぎ歯の健康センター

の運営等について

部 会 部 会

栃木県 運動推進協議会

協議内容： 運動特別推進事業に係る

事業計画の策定や評価について

意 見

報 告報 告

意 見
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（イ）栃木県歯科保健推進協議会

本県における歯科保健対策を推進するため、様々な分野の専門家を協議会委員に委嘱し、本県の 
総合的な歯科保健対策事業について協議しています。 

平成 ４年度第 回栃木県歯科保健推進協議会の結果について

・日 時：平成 年 月 日（木）午前 時～ 時

・場 所：県庁本館 階会議室

・出席者： 委員 名

・議 題：

）栃木県民の歯及び口腔の健康づくり推進条例第 条に基づく議会への報告について

・県内の歯及び口腔の健康づくりの状況、県が歯及び口腔の健康づくりの推進に関して平成

年度に講じた施策及び平成 年度に講じようとする施策について報告をしました。

）次期健康増進計画の策定について

・次期健康増進計画の策定について事務局から説明し、各委員から意見を聴取しました。

）栃木県保健医療計画（６期計画）について

・栃木県保健医療計画における医科歯科連携の推進について各委員から意見を聴取しました。

 

平成 ４年度第 回栃木県歯科保健推進協議会の結果について

・書面協議を開催しました。

・議 題：

栃木県健康増進計画「とちぎ健康２１プラン」（２期計画）（素案）について

・栃木県健康増進計画（素案）について書面にて各委員から意見を聴取しました。

栃木県歯科保健推進協議会委員（Ｈ ４）

 氏 名 所属・役職等 
柴田 勝 栃木県歯科医師会会長 

中津 道昭 栃木県歯科医師会副会長（学校保健担当） 
瓦井 昭二 栃木県歯科医師会常務理事（地域保健担当） 
前原 操 栃木県医師会副会長 
林 幸子 栃木県歯科衛生士会会長 

菊地 澄男 栃木県歯科技工士会会長 
甲斐 典子 栃木県老人福祉施設協議会理事（特養うづま荘施設長） 

松島 三枝子 栃木県保育協議会理事（宇都宮市立松原保育園長） 
茂垣 幸夫 市町村代表（茂木町保健福祉課長） 
臼井 智子 栃木県市町村保健師業務研究会副会長（栃木市健康福祉課） 
川俣 浩 中核市（宇都宮市健康増進課長） 

武藤 孝司 栃木産業保健推進センター所長 
川田 容子 栃木県栄養士会理事（福祉協議会長） 

鈴木 美恵子 栃木県食生活改善推進団体連絡協議会会長 
青山 旬 栃木県立衛生福祉大学校歯科技術学部長 

（ ） 歯科保健医療提供体制の整備関連事業

県民の皆さんの生涯にわたる健康の保持増進を図るために、保健、医療、福祉、教育等関係者

の資質向上や連携強化を図るための事業を実施しました。

ア 学生等に対する教育・研修

とちぎ歯の健康センターにおいて、学生等による臨床実習等を受け入れ、指導を行いました。 

実施日 実施内容 対象者 
参加人数

（人） 
月 日～

月 日
歯科保健指導・体験学習 

栃木県歯科医師会主催の 
歯科助手認定講習会受講者 

月 日～

月 日
学生に対する臨床実習指導 

栃木県立衛生福祉大学校 
歯科衛生学科学生 
 

イ 歯科保健指導者・歯科医療従事者研修会

歯科保健指導者、歯科医療従事者を対象に教育・研修を実施しました。 
開催日 内容・講師 対象者 参加人数（人） 

月 日

（日）

障害者歯科における連携医療 
～地域の 次医療機関を核として～ 
 
昭和大学歯学部 
スペシャルニーズ口腔医学講座 
口腔衛生学部門 向井美惠 教授 

歯科医師 
歯科衛生士 

 
ウ 歯科保健推進協力交付金

（一社）栃木県歯科医師会で実施する歯科保健対策推進事業への支援を実施しました。 
 
エ 歯科保健対策関連協議会

県では本県における歯科保健対策事業の充実を図るため、 つの協議会を設置しています。

（ア）各種協議会の関連性

栃木県歯科保健推進協議会

栃木県の歯科保健対策の総合的な推進

のための協議・検討

とちぎ歯の健康センター

運営等協議会

協議内容：とちぎ歯の健康センター

の運営等について

部 会 部 会

栃木県 運動推進協議会

協議内容： 運動特別推進事業に係る

事業計画の策定や評価について

意 見

報 告報 告

意 見
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（ウ） 運動推進協議会

国の歯科保健医療対策事業である「 運動推進特別事業」を活用し、本県の歯科保健対策を推

進するための事業について協議しています。

平成 ４年度栃木県 運動推進協議会の結果について

・日 時：平成 年 月 日（木）午後 時 分～午後 時 分

・場 所：とちぎ歯の健康センター 階研修室（宇都宮市一の沢 － － ）

・出席者： 委員 名

・議 題：

）平成 年度 運動推進特別事業の実施状況について

）平成 年度 運動推進特別事業の実施計画案について

運動推進協議会委員（Ｈ ４）

 氏 名 所属・役職等 
柴田 勝 栃木県歯科医師会会長 

田村 一夫 栃木県歯科医師会専務理事 
瓦井 昭二 栃木県歯科医師会常務理事 
林 幸子 栃木県歯科衛生士会会長 

鈴木 美恵子 栃木県食生活改善推進団体連絡協議会会長 
新島 美智子 栃木県教育委員会事務局健康福利課長 

青山 旬 栃木県立衛生福祉大学校歯科技術学部長 

（エ）とちぎ歯の健康センター運営等協議会

とちぎ歯の健康センターを拠点とした障害者歯科診療、巡回歯科相談・指導、歯科保健に関する 
相談・指導及び普及啓発等の事業内容のあり方について協議しています。 

平成 ４年度とちぎ歯の健康センター運営等協議会の結果について

・日 時：平成 年 月 日（木）午後 時 分～午後 時 分

・場 所：とちぎ歯の健康センター 階研修室（宇都宮市一の沢 － － ）

・出席者： 委員 名

・議 題：

）とちぎ歯の健康センター事業概要について

）平成 年度とちぎ歯の健康センター事業実績及び平成 年度事業実施状況について

）平成 年度の事業実施について

とちぎ歯の健康センター運営等協議会委員（ ）

 氏 名 所属・役職等 
柴田 勝 栃木県歯科医師会会長 

田村 一夫 栃木県歯科医師会専務理事 
入野 光市 栃木県歯科医師会常務理事 
林 幸子 栃木県歯科衛生士会会長 
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オ 歯科保健対策連絡調整会議

県からの情報提供及び各市町の歯科保健対策の実施状況について情報交換をし、地域における歯科

保健対策の推進や連携体制の構築を図ることを目的に、平成 年度から開催しています。

平成 年度栃木県歯科保健対策連絡調整会議の結果について

・日 時：平成 年 月 日（火）午後 時～ 時 分

・場 所：とちぎ健康の森 ３階研修室

・出席者：県及び市町等において歯科保健事業に携わる職員 名

・議 題：

）栃木県の歯科保健事業について

） 運動の推進について

）市町における歯科保健事業について

）栃木県歯科衛生士会の活動状況について

）栃木県歯科保健基本計画について

歯科口腔保健の推進に関する基本的事項について

とちぎ歯の健康センターについて

（ウ） 運動推進協議会

国の歯科保健医療対策事業である「 運動推進特別事業」を活用し、本県の歯科保健対策を推

進するための事業について協議しています。

平成 ４年度栃木県 運動推進協議会の結果について

・日 時：平成 年 月 日（木）午後 時 分～午後 時 分

・場 所：とちぎ歯の健康センター 階研修室（宇都宮市一の沢 － － ）

・出席者： 委員 名

・議 題：

）平成 年度 運動推進特別事業の実施状況について

）平成 年度 運動推進特別事業の実施計画案について

運動推進協議会委員（Ｈ ４）

 氏 名 所属・役職等 
柴田 勝 栃木県歯科医師会会長 

田村 一夫 栃木県歯科医師会専務理事 
瓦井 昭二 栃木県歯科医師会常務理事 
林 幸子 栃木県歯科衛生士会会長 

鈴木 美恵子 栃木県食生活改善推進団体連絡協議会会長 
新島 美智子 栃木県教育委員会事務局健康福利課長 

青山 旬 栃木県立衛生福祉大学校歯科技術学部長 

（エ）とちぎ歯の健康センター運営等協議会

とちぎ歯の健康センターを拠点とした障害者歯科診療、巡回歯科相談・指導、歯科保健に関する 
相談・指導及び普及啓発等の事業内容のあり方について協議しています。 

平成 ４年度とちぎ歯の健康センター運営等協議会の結果について

・日 時：平成 年 月 日（木）午後 時 分～午後 時 分

・場 所：とちぎ歯の健康センター 階研修室（宇都宮市一の沢 － － ）

・出席者： 委員 名

・議 題：

）とちぎ歯の健康センター事業概要について

）平成 年度とちぎ歯の健康センター事業実績及び平成 年度事業実施状況について

）平成 年度の事業実施について

とちぎ歯の健康センター運営等協議会委員（ ）

 氏 名 所属・役職等 
柴田 勝 栃木県歯科医師会会長 

田村 一夫 栃木県歯科医師会専務理事 
入野 光市 栃木県歯科医師会常務理事 
林 幸子 栃木県歯科衛生士会会長 
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８０２０運動の効果的な推進方策の協議及び情報交換のための協議
会設置

ライフステージに応じた啓発リーフレット、「お母さんと乳幼児の方へ」
「児童・生徒と保護者の方へ」「成人・高齢者の方へ」の３種類を作成

協議会の開催

年　度 事業名

栃木県８０２０運動推進協議会

事業内容

啓発用リーフレットの作成事業

平成１２年

栃木県８０２０運動推進協議会

平成１３年
「栃木県の歯科保健」
ホームページ開設

栃木県歯科疾患実態調査

歯科保健に関する最新情報等を常に県民に提供できる環境をつくるた
めホームページを開設

栃木県の成人の歯科保健の実態を把握するため、歯科疾患実態調査
を実施

栃木県８０２０運動推進協議会

歯周疾患検診推進事業

県民にフッ化物応用に関する正しい知識を普及するためのリーフレット
の作成・配布
地域でのフッ化物応用事業を展開する歯科医師に対し、知識普及のた
め研修会を実施

フッ化物応用事業

平成１５年

栃木県８０２０運動推進協議会 協議会の開催

介護保険通所事業（デイサービス事業）を利用する高齢者と地域の元
気な高齢者（生きがい活動通所支援事業実施施設（はつらつセンター）
利用者）を対象に、口腔検診及び聞き取り調査を実施

啓発用リーフレットの作成事業

平成１４年

協議会の開催

検診医療機関の歯科医師に対し、国の歯周疾患検診マニュアルに
添った検診方法の普及や事後措置の統一を図るため、研修会を実施

障害児者編：介護者向けに障害児者用のリーフレットを作成
歯周疾患検診編：歯周疾患検診を勧奨するためのリーフレットを作成

高齢者に対する歯つらつモデル
事業

保育・教育施設において積極的なむし歯予防行動がとれるよう、むし歯
予防マニュアルを作成し、モデル事業として、２幼稚園・６保育所・３小
学校において、フッ化物洗口事業を実施

とちぎよい歯つよい歯支援事業

平成１６年

栃木県８０２０運動推進協議会 協議会の開催

地域の元気な高齢者を対象に生活状況とその状況に応じた口腔実態
の把握のため、聞き取り調査及び歯科検診・指導を実施
検診の結果、８０２０・６０２４達成者には認定証を発行し、認定者ポス
ターを作成

歯つらつ実践者応援事業

歯周疾患の発症・進行予防のため、老健法に基づく歯周疾患検診を実
施していない１０市町村に対し、歯周疾患検診や保健指導のモデル事
業を実施

歯周疾患予防セルフケア推進事
業

栃木県８０２０運動推進協議会 協議会の開催

集団における効果的なフッ化物応用についてのハンドブック作成
フッ化物応用啓発ポスターの作成
市町村担当、養護教諭、保育士等を対象にハンドブックを用いての研
修会実施

とちぎよい歯つよい歯推進事業

平成１７年

老人福祉施設職員に対し、施設において適切な歯科保健行動がと
れるように研修を実施
地域一般高齢者を対象に口腔機能向上について健康教育を１７市
町５１会場にて実施

高齢者歯つらつ推進事業

（5）　８０２０運動推進事業

平成１２年度から国の歯科保健医療対策事業に「８０２０運動推進特別事業」が新設されたことを受けて、栃木県８０２０
運動推進協議会を設置し、本県の歯科保健の現状を踏まえて各種事業を展開しています。
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栃木県８０２０運動推進協議会 協議会の開催

平成１８年

平成１９年

県内の歯科診療所受診者に対し、口腔状況・歯科保健の意識等に関
するアンケートを実施
地域での８０２０運動推進のため、ボランティア団体（食生活改善推進
員）を対象に９地区で研修会を実施

口腔保健ボランティアリーダー研
修事業

フッ素洗口推進地区検討の参考のため、県内全保育所・幼稚園を対象
に５歳児のむし歯の状況調査を実施
フッ素洗口実施を検討している施設等に対して、説明会への講師派
遣・資料提供・サンプル送付等の支援を実施

とちぎよい歯つよい歯推進事業

高齢者歯つらつ推進事業

在宅要介護者の全身状態、疾病について及び在宅介護の場で
知っておくべき知識について、歯科医師を対象とした研修会を実施
かかりつけ歯科医をもつことを推進するため、県民を対象とした公開
講座を実施（県歯科医師会創立１００周年記念事業）
県歯科衛生士会による訪問歯科保健指導に関する事例の収集及
びそれに基づく勉強会を実施
＊「訪問歯科診療・歯科保健指導に関する事例集及び事例検討会
報告書」作成
訪問歯科保健指導のための歯科衛生士養成研修会を県内３地区
で実施

地域で歯つらつ推進事業

歯科保健サービスを受けることが困難な状況にある、在宅の高齢者
や障害者の口腔衛生の向上を図るため、訪問歯科診療の実施が可
能な歯科医師（歯科医院）の現状を調査し、在宅・障害児者歯科診
療協力歯科診療所名簿を作成・配布
高齢者の口腔衛生の向上を図るため、一般高齢者・介護従事者向
けの口腔ケアに関するリーフレットを作成・配布

地域で歯つらつ推進事業

栃木県８０２０運動推進協議会 協議会の開催

平成２２年 地域で歯つらつ推進事業

全身の健康の向上の観点から、在宅高齢者や障害者等の要介護
者の口腔衛生の向上を図ることを目的とし、平成２１年度に作成した
「栃木県口腔ケア推進マニュアル」に基づく介護職・看護職等を対
象とした研修会を開催

全身の健康の向上の観点から、在宅高齢者や障害者等の要介護
者の口腔衛生の向上を図ることを目的とし、検討会による介護現場
における口腔ケア推進のためのマニュアルの作成及びそれに基づ
く歯科衛生士・介護職・看護職等を対象とした研修会を開催

地域で歯つらつ推進事業
平成２１年

平成２０年

栃木県８０２０運動推進協議会 協議会の開催

栃木県８０２０運動推進協議会 協議会の開催

県内におけるフッ化物洗口事業について、より一層の促進と定着化
を図ることを目的とし、その効果を検証するために中学校での調査
を実施
評価方法及び結果に関する報告書（「栃木県内におけるフッ化物洗
口事業の評価方法及び結果に関する報告書」）を作成
栃木県のフッ化物洗口事業実施に関する効果検証及びその方法に
ついての学術研修会を実施
フッ化物洗口マニュアルの改定版（「集団における効果的なフッ化
物応用について」）を作成

とちぎよい歯つよい歯フォロー事
業

在宅要介護者の口腔状況の改善を図るため、介護者（ケアマネジャー・
ヘルパー・看護師等）を対象に研修会を実施

本県の歯科保健事業
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要介護高齢者・障害者等の歯科
保健医療に関する実態調査

障害児者や要介護高齢者の歯科検診、診療及び治療の機会確保
のため、歯科保健体制の整備を検討するための調査を実施

地域における歯科連携事業
地域における歯科保健の基盤整備を促進するために、先進事例等
を調査し、歯科連携の活動事例に関する資料を作成

平成２３年

栃木県８０２０運動推進協議会 協議会の開催

歯科保健からの食育推進事業

歯科保健の分野において食育を推進することは、生活習慣病や生
活の質を高めるために非常に重要なものであることから、食育推進
の担い手を育成するための研修会や活動メニューの検討・作成を
実施

平成２４年

栃木県８０２０運動推進協議会 協議会の開催

歯科保健からの食育推進事業

歯科保健の分野において食育を推進することは、生活習慣病や生
活の質を高めるために非常に重要であることから、食育推進
の担い手を育成するための研修会や活動メニューの検討・作成を
実施

障害児者歯科医療システム関係
者会議

障害者歯科医療に係る現在の状況や実績を把握し、より良い歯科
保健医療サービスの環境を整えることを目的に関係者による意見
交換を開催
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